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航空機LiDARデータを活用した高解像(25m)でのヒノキ成⾧予測
モデル構築の事例

• 航空機LiDARデータを活用した樹高成⾧予測

モデルの開発

• 全国の複数地域でデータ収集

• 解像度25mでの高解像度予測

• 現地での精度検証も実施

• 予測結果を用いた、地域の森づくり委員会へ

の共有と提案(↓写真)

背景: 実務者レベルのある会合より



認識:
• 実務に関わる自治体レベル担当者等で認識と重要性が

浸透していない

制度:
• 制度面への適応策の組込みが不十分
• 適応策を検討するインセンティブが働きづらい

研究:
• 依然として予測の不確実性が高い
• 複合影響や連鎖的な影響予測が不十分

国内における地球温暖化対策のための排出削減・吸収量認証制度(J-クレ
ジット制度)モニタリング・算出規定(森林管理プロジェクト用)Ver.3.2
(2023年3月2日より)

実装化に向けた課題

e.g. J-クジレット評価における”地位”



Yamaura et al. 2021より

R6 森林 林業白書より

NHK 首都圏ネットワーク
Webより

背景: 日本の森林の置かれた状況



S-24-2(3)研究課題が進行中



S-24-2(3)



○干害の発生しやすい立地条件の解明
• 異なる土壌特性や地形における植栽地の水循環の評価

• 気候変動により干害リスクの高まる気象条件・立地条件の解明

• 干害リスク評価手法を確立する

○干害に対応する苗木の育苗・植栽技術の開発
• 苗木の乾燥耐性の評価

• 乾燥耐性を高める育苗方法や植栽方法等の開発

• 林業用苗木の干害対策マニュアルを作成する

気候変動に対応するための農林水産業の 温暖化適応技術の開発
~農林業における気候変動適応技術~

小課題４
林業用苗木における干害リスクの評価手法と
リスクに対応した育苗・植栽技術の開発
代表: 荒木眞岳(森林総合研究所)

A-PLAT Infographic

農水プロジェクト



森林域における適応策の収集, 整理

空間軸の知見は成熟しつつある。時間軸で
の議論の拡充が必要では？
→ Adaptation pathway

森林域には、3つの側面



まとめ

○現場の認識、制度面、研究面に課題がありそう

→普及啓発-制度見直し-研究推進が不可欠

○森林域への適応策は待ったなし

→木材生産、生態系機能発揮には時間を要する

○S24、農林技術会議の課題が本年度から開始

→今後5年間で影響予測高度化、適応策実装化を目指す


